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12	 TOPICS 04　恋する花子まっぷ 第１弾 「乗鞍岳」ができました

14	 TOPICS 05　令和３年度 みどりの月間

15	 TOPICS 06　令和２年度 全国がんばる林業高校生表彰の実施について

16	 国有林野事業の取組　木
き そ

曽ヒノキの里の取組～特殊な寸法の丸太を需要に応じて供給～

18	 みどりの女神が行く！

詳細については「日本美しの森 お薦め国有林」のウェブサイト
（http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kokumin_mori/
katuyo/reku/rekumori/）をご覧ください。

森林鉄道

第 2 回「木曽悠久の森」写真コンテスト最優秀賞作品

赤沢自然休養林散策の様子

赤
あ か さ わ

沢自然休養林 （長野県木曽郡上
あげまつまち

松町）

【概要】
　赤沢自然休養林は長野県南西部に位置し、日本三大美林の一つである樹齢300年以上の木曽ヒ
ノキを中心とした木曽五木（ヒノキ、サワラ、アスナロ、ネズコ、コウヤマキ）が林立しています。
　昭和 45年に国内初の自然休養林として開園し、昭和 57年には「第 1回全国森林浴大会」
が開催されたことから、「森林浴発祥の地」としても知られています。また、森林セラピーソ
サエティにより森林浴効果があるとして「森林セラピー基地」に認定されており、上松町で
は「森林セラピードック」や「森のお医者さん」といった森林セラピーメニューを提供して
います。
　木曽五木と呼ばれる天然のヒノキ、サワラ等で構成された針葉樹を中心として様々な植物
や動物が生息する生態系は、世界的にも大変貴重で希少と言われています。中部森林管理局
では、この森林を守り育てていくために「木曽悠久の森」を設定して、木曽地方の天然林の
保存と人工林を天然林へ復元する取組をしています。また、もっと多くの人に知っていただき、
訪れてもらいたいという思いから写真コンテストを開催しました。

【見どころ】
　自然を満喫できる８つの散策コースがあり、コース内にはパズルラリーが設置されているた
め、パズルを集めて楽しみながら散策ができます。また、車椅子でも散策可能なバリアフリーの
コースもあり、夏には清流、秋には紅葉が楽しめます。
　また、森林資料館と森林鉄道記念館には林業の歴史にまつわる資料や写真、木材輸送の先駆
者となった大正時代に米国から輸入された機関車等が展示されています。さらに、森林鉄道に
は乗車もできるので、車窓から爽やかな森林を楽しみながら手軽に森林浴を満喫できます。
　Google ストリートビューに６つの散策コースなどが公開されていますので、ご覧下さい。
　2021年シーズンは、４月29日（祝日）から11月７日（日）まで開園予定です。

〈HP URL〉
上松町役場　
http://www.town.agematsu.nagano.jp/gyousei/index.html

上松町観光協会　https://kiso-hinoki.jp/

Google ストリートビューで歩く木曽谷　
https://www.rinya.maff.go.jp/chubu/kiso/google_street_view/index.html
※施設の開園状況やイベント開催状況等については事前にHP等でご確認下さい。

【アクセス】
車の場合			長野自動車道	塩尻IC→（一般道：約100分（約67km））→赤沢自然休養林
	 		中央自動車道	伊那IC→（一般道：約80分（約52km））→赤沢自然休養林
	 		中央自動車道	中津川IC→（一般道：約90分（約67km））→赤沢自然休養林

 【 お詫びと訂正 】
２月号の記事において、記載内容に誤りがありました。
＜訂正箇所＞２頁　【見どころ】  ４段落目１行目

（誤）銀山温泉（山刀伐峠より南へ約1.8km）近くに
（正）銀山温泉（山刀伐峠より南へ約18km）近くに
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森林の間伐等の
実施の促進に関する

特別措置法（間伐等特措法）
改正

　令和３年３月26日、「森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法（間伐等特措法）
の一部を改正する法律」が成立しました。今回の改正では、パリ協定下での森林吸収量の確
保に向けた対策として、これまでの措置を延長するとともに、増殖を進めてきた成長の良い
「特定母

ぼじゅ
樹」から生産した苗木を植栽する事業である「特定植栽事業」の計画を認定する仕

組みを新設しました。本稿では、間伐等特措法のこれまでの経緯を振り返りつつ、今回の改
正の内容を紹介します。

～ 2050年カーボンニュートラルの実現に向けて～

3 2021.4 No.169   林野
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間
伐
等
特
措
法
の

制
定

（
平
成
二
〇
年
）

～
京
都
議
定
書
第
一
約
束
期
間
～

　
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
以
下
、「
間
伐
等

特
措
法
」
と
い
う
。）
は
、
京
都
議
定

書
の
第
一
約
束
期
間
の
開
始
年
で
あ
る

平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
、
平
成
二

（
一
九
九
〇
）
年
度
総
排
出
量
比
三・八
％

の
森
林
吸
収
目
標
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
法
律
の
内
容
は
、間
伐
や
造
林
（
以
下
、

「
間
伐
等
」
と
い
う
。）
の
実
施
箇
所
等
を

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
特
定
間
伐
等
促
進

計
画
（
以
下
、「
特
間
計
画
」
と
い
う
。）

を
市
町
村
が
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
間

伐
等
に
つ
い
て
、
国
か
ら
市
町
村
に
交
付

金
（
美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備
交
付

金
）
を
直
接
交
付
す
る
と
と
も
に
、
森
林

整
備
事
業
の
都
道
府
県
等
の
負
担
分
に

起
債
特
例
・
特
別
地
方
交
付
税
を
措
置
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備

交
付
金
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
通

常
の
森
林
整
備
メ
ニ
ュ
ー
に
と
ら
わ
れ

愛媛県
高知県

久万
高原町

奈良県

三重県

和歌山県

大阪県

川上村

吉野川分水
供給地域

紀の川・吉野川
流域

紀の川
吉野川

美しい森林づくり基盤整備交付金の活用事例
奈良県川上村

愛媛県久万高原町

　川上村では、吉野林業の特徴である「密植・多間伐・長伐期」施業を実施し
ており、100	年生以上の人工林が村内人工林の	1/3	強を占めています。
　このため、交付金を活用し、高齢級間伐を支援しています。

　久万高原町では、県内で特に林業が盛んな地域で、多数の自伐林家が小規
模な間伐等の森林施業を各地で行っています。
　このため、交付金を活用し、自伐林家による小規模・零細な森林整備を支
援しています。

間伐実施箇所（100年生林分)

自伐林家による間伐実施箇所
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～ 2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて～

な
い
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
も
の
で
、

高
齢
級
間
伐
や
路
網
の
整
備
等
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
所
有
者
等
に
と
っ
て
は
、

予
定
し
て
い
る
間
伐
等
を
特
間
計
画
に

盛
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
森
林
整
備
事
業

の
活
用
が
可
能
と
な
る
こ
と
も
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

間
伐
等
特
措
法
の

改
正
・
延
長

（
平
成
二
五
年
）

～
京
都
議
定
書
第
二
約
束
期
間
～

　
間
伐
等
特
措
法
は
、
京
都
議
定
書
の

第
二
約
束
期
間
が
始
ま
る
平
成
二
五

（
二
〇
一
三
）
年
に
同
期
間
終
了
ま
で
の

八
年
間
延
長
さ
れ
る
と
と
も
に
、こ
の
際
、

特
定
母
樹
の
増
殖
に
関
す
る
新
た
な
措

置
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
措
置
は
、
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
が

古
く
か
ら
進
め
て
き
た
第
二
世
代
精せ

い
英え
い
じ
ゅ樹

(

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー)

の
選
抜
が
進
ん
で

き
た
こ
と
を
背
景
に
、
特
に
成
長
に
優
れ

た
こ
れ
ら
の
品
種
の
種
苗
を
造
林
に
用

い
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
森
林
吸
収
量

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、従
来
品
種
に
比
べ
て
一・

五
倍
以
上
の
成
長
、
花
粉
の
量
が
半
分
以

下
と
い
っ
た
基
準
を
満
た
す
も
の
を
、
農

林
水
産
大
臣
が
「
特
定
母
樹
」
と
し
て
指

定
し
た
上
で
、
そ
の
特
定
母
樹
を
増
殖
し

て
採さ
い
し
ゅ
え
ん

種
園
・
採さ
い
穂ほ

園え
ん
を
整
備
し
よ
う
と
す

る
民
間
事
業
者
が「
特
定
増
殖
事
業
計
画
」

を
作
成
し
、
都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受

け
る
と
、
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
か
ら
特
定

母
樹
の
原
種
の
苗
木
・
穂ほ

木ぎ

の
配
布
や
そ

の
育
成
に
関
す
る
技
術
指
導
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

パ
リ
協
定
へ
の
対
応

　
京
都
議
定
書
第
二
約
束
期
間
終
了
後

の
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
途
上

国
を
含
む
全
て
の
国
が
参
加
す
る
法
的

な
枠
組
で
あ
る
パ
リ
協
定
が
、
平
成
二
八

（
二
〇
一
六
）
年
一
一
月
に
発
効
し
ま
し

た
。

　
日
本
は
、
パ
リ
協
定
下
で
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
目
標
と
し
て
、
令
和

一
二
（
二
〇
三
〇
）
年
度
の
排
出
量
を

二
〇
一
三
年
度
比
で
二
六
％
削
減
す
る

こ
と
、
こ
の
う
ち
二
％
相
当
を
森
林
吸
収

森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法（間伐等特措法）改正

特定母樹「スギ九育2－203」

特定母樹と従来のスギの比較
（九州育種場内・植栽４年後）

従来のスギ品種（スギ精英樹）

6.0
m

2.8
m

特定母樹の指定状況（品種数）
育種基本区 ス　ギ ヒノキ カラマツ トドマツ 計

北海道 1 9 10
東　北 73 14 87
関　東 63 42 62 167
関　西 32 40 72
九　州 39 1 40

計 207 83 77 9 376

　特定母樹を指定する際の基準には、成長量（同じ環境での従来品種に
比べおおむね1.5倍以上）のほか、花粉の量（一般的な花粉量の概ね半分
以下）や材の強さ等が含まれています。
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量
で
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
二
〇
五
〇
年
に
向
け
て
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
を
八
〇
％
削
減
す
る
と

し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
に
関
し

て
は
、
昨
年
秋
の
臨
時
国
会
で
の
菅
総
理

の
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
二
〇
五
〇

年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指

す
こ
と
が
表
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

現
在
、
政
府
内
に
お
い
て
地
球
温
暖
化
対

策
計
画
の
見
直
し
な
ど
の
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

再
造
林
の
推
進
と

特
定
苗
木
の
活
用

　
日
本
の
森
林
は
、
人
工
林
の
高
齢
級
化

に
伴
い
、
単
位
面
積
あ
た
り
の
森
林
吸
収

量
が
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
主
伐
後
の
再
造
林
が
三
～
四
割

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
中
長
期
的
に
森
林
吸
収
量
を

確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
成
長
に
優
れ

た
苗
木
に
よ
る
再
造
林
を
促
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
再
造
林
に
必
要
と
な
る
苗
木
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
五
年
の
間
伐
等
特
措
法
の

改
正
・
延
長
時
に
創
設
し
た
特
定
母
樹
の

増
殖
が
こ
の
八
年
間
で
進
展
し
、
北
海
道

と
九
州
に
お
い
て
は
増
殖
特
定
母
樹
か

ら
採
取
さ
れ
た
種し
ゅ
ほ穂

か
ら
育
成
さ
れ
た

苗
木
（
以
下
、「
特
定
苗
木
」
と
い
う
。）

の
出
荷
も
始
ま
り
ま
し
た
。
た
だ
、
全

て
の
苗
木
に
占
め
る
特
定
苗
木
の
割
合

は
、
令
和
元
年
度
で
苗
木
全
体
の
約
四
％

程
度
で
す
。
今
後
、
特
定
母
樹
の
増
殖
や

特
定
苗
木
の
生
産
を
加
速
化
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
令
和

一
二
年
度
の
特
定
苗
木
の
割
合
は
最
大

三
割
程
度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
全
て
の
再
造
林
を
特
定
苗
木
で
行

う
に
は
足
り
な
い
状
況
で
す
の
で
、
森
林

吸
収
量
の
最
大
化
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
数
量
が
限
ら
れ
る
こ
の
特
定
苗
木

を
、
そ
の
性
能
を
十
分
に
発
揮
し
う
る
場

所
に
優
先
的
に
植
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
苗
木
は
、
従
来
の
苗
木
と

比
べ
成
長
に
優
れ
る
た
め
、
樹
高
が
下
草

よ
り
高
く
な
る
ま
で
の
期
間
が
短
く
、
下

刈
り
回
数
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、

低
密
度
で
の
植
栽
や
伐
採
す
る
ま
で
の

期
間
の
短
縮
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、

植
栽
や
保
育
の
費
用
の
削
減
も
可
能
と

な
る
こ
と
か
ら
、
林
業
面
で
の
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
概
要

　
こ
の
よ
う
な
パ
リ
協
定
へ
の
対
応
や

主
伐
後
の
再
造
林
の
推
進
等
の
観
点
か

ら
、
今
回
、
間
伐
等
特
措
法
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。
改
正
の
主
な
内
容
は
以
下
の

通
り
で
す
。

① 

現
行
の
支
援
措
置
の
延
長

・	　
特
定
間
伐
等
促
進
計
画
、
市
町
村

へ
の
交
付
金
、
地
方
債
の
起
債
特
例
、

特
定
母
樹
の
増
殖
な
ど
現
行
の
各
種

支
援
措
置
を
一
〇
年
間
延
長
す
る
。

② 

再
造
林
を
促
進
す
る
措
置
の
創
設

・	　
都
道
府
県
知
事
は
、
自
然
的
・
社

会
的
条
件
が
良
い
森
林
を
特
定
植
栽

促
進
区
域
に
指
定
し
、
こ
の
区
域
内

で
特
定
苗
木
の
植
栽
を
実
施
し
よ
う

と
す
る
者
が
作
成
す
る
特
定
植
栽
事

業
計
画
を
認
定
す
る
。

・	　

特
定
植
栽
事
業
計
画
の
作
成
者

が
、
無
利
子
の
資
金
で
あ
る
林
業
・

木
材
産
業
改
善
資
金
を
借
り
る
際
に

償
還
期
間
を
延
長
す
る
。

・	　
特
定
植
栽
事
業
計
画
に
基
づ
く
植

栽
等
に
つ
い
て
は
、
特
間
計
画
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
見
な
す
こ
と

に
よ
り
、
美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤

整
備
交
付
金
や
起
債
特
例
等
の
対
象

と
す
る
。

改
正
法
の
施
行

　
パ
リ
協
定
下
で
森
林
吸
収
量
を
確
保

し
て
い
く
た
め
に
は
、
間
伐
等
特
措
法
に

基
づ
く
間
伐
等
や
特
定
母
樹
の
増
殖
等

を
全
国
の
森
林
整
備
の
現
場
で
速
や
か

特定母樹（九育2-147）の板材標本

28cm
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～ 2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて～

に
開
始
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
林
野
庁
に
お
い
て
は
改
正
法
の
施
行

（
本
年
四
月
一
日
）
後
の
四
月
六
日
に
国

の
基
本
指
針
を
告
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
以

降
、
都
道
府
県
に
お
い
て
基
本
方
針
を
、

市
町
村
に
お
い
て
特
定
間
伐
等
促
進
計

画
を
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
て
い
た
だ
い
た

上
で
実
際
の
森
林
整
備
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
吸
収
源
対
策
を
は
じ
め
、
森
林
の
公
益

的
機
能
の
十
全
な
発
揮
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
間
伐
を
適
時
適
切
に
行
う
と

と
も
に
、
主
伐
後
の
再
造
林
な
ど
の
森
林

整
備
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
林
野
庁
に
お
い
て
は
、
間
伐
や
再
造

林
等
が
着
実
に
進
む
よ
う
、
間
伐
等
特
措

法
に
基
づ
く
特
定
間
伐
等
の
支
援
措
置

な
ど
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法（間伐等特措法）改正

特定植栽促進区域と
特定植栽事業計画の

イメージ

特定植栽促進区域
　林木の成長に優れ、林道からの距離が近いなどの森
林を、都道府県知事が一体的に指定。

特定植栽事業計画
・	森林所有者・林業事業体が特定苗木の植栽に関する
事業計画を作成し、都道府県知事が認定。

・	林業機械の導入に対する金融特例等により、効率的
な再造林の実施を支援。

林業機械等を活用した効率的な造林の推進

特定苗木を活用した計画的
かつ効率的な再造林を推進し、

森林吸収量の更なる確保

植栽箇所

植栽箇所

植栽
箇所

植栽を促進する地域

コンテナ苗 地ごしらえ、下刈り用の多目的造林機械 苗木運搬用のドローン

区域の指定 林業事業体等への支援

林道等

事業計画に基づく
植栽箇所



バーチャルで森林を散策してみませんか！
～VR森林散策～

　新型コロナウイルスのパンデミックが私たちの生活様式に様々な変化をもたらしました。
　近畿中国森林管理局では、「Withコロナ」時代に即した新たな森林とのふれあいスタイルとして、VR（バーチャル・
リアリティ）技術を利用して森林散策が可能となる動画配信サービス（VR森林散策）の提供を開始しました。
　このVR森林散策は、国有林内にある日本二百名山や日本一の樹高を誇るスギなどを撮影し、農林水産省の公式
YouTubeチャンネル「maffchannel」に公開しています。パソコンで視聴する場合は、マウスでドラッグしながら画面
を動かすことで360度の風景を自由に見ることができます。スマートフォンやタブレットで視聴する場合は、端末の
動きに合わせて視点が変わるので360度自由な角度から見ることができます。
　また、スマートフォンにVRゴーグルを組み合わせると、あたかも森林の中にいるような錯覚を起こすほど臨場感
あふれる風景を満喫することができます。
　令和３年３月現在、当局管内の国有林を紹介する６本の動画を公開しています。この機会に是非「VR森林散策」を
体験してみてください。お手持ちのスマートフォン等でQRコードを読み込むと、そこには普段目にすることのでき
ない貴重な森林が広がっています。

近畿中国森林管理局ホームページ　～ VR森林散策～
https://www.rinya.maff.go.jp/kinki/policy/business/sitasimou/vr/index.html

TOPICS
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連続テレビ小説「おかえりモネ」　
５月17日（月）スタート！

　森林・林業分野では、危険な動物や昆虫、急傾斜地での移動や作業など、安全が担保されていない環境が多い中で、
VR技術を用いることで、より様々な人々に森林・林業への理解を深めていただくきっかけを効率的・効果的に提供で
きると考えます。同局では、引き続き、様々な森林空間を題材にしたVR動画の配信に取り組むこととしています。

　2021年度連続テレビ小説「おかえりモネ」（主演清原果耶、作：安達奈緒子）が、５月17日からNHKで放送さ
れます。宮城県登

と め

米市で撮影された林業のシーンなどが放送されますので、是非ご覧ください。

～物語～
　宮城県気仙沼湾沖の自然豊かな島で、家族と暮らしていた永

ながうら

浦百
もも ね

音。
　大学受験にことごとく失敗した百音は、祖父の知り合いで登米の山主である名物おばあさんの元に身を
寄せ、新天地で将来を模索しながら林業や山林ガイドの見習いの仕事をはじめる。
　東京から人気の気象予報士がやって来たことをきっかけに、気象予報士の資格を取ろうと猛勉強をはじ
めた百音は、地元の人たちに支えられながら、合格率５％の難関を突破する。
　上京し、民間の気象予報会社で働きはじめた彼女は、個性的な先輩や同僚に鍛えられながら、失敗と成功
を繰り返し、成長してゆく。
　数年後、気象予報士として一人前となった百音は、大型台風が全国の町を直撃するのを目の当たりにし、
何とか故郷の役に立てないかと思い、気仙沼へと向かう決意をする。

TOPICS
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シリーズ タイトル 撮影地

第１弾 箕
みのおこくゆうりん
面国有林 大阪府箕面市 箕面国有林

第２弾 花
はなせ
脊の三本杉 京都市左京区 大

だいひざん
悲山国有林

第３弾 氷
ひょうのせん
ノ山 兵庫県養

や ぶ
父市・鳥取県若

わかさ
桜町 奥山国有林外

第４弾 扇
おおぎのせん
ノ山 鳥取県八

や ず
頭町 扇ノ山国有林

第５弾 赤
あかさい
西渓谷 兵庫県宍

しそう
粟市 赤西国有林

第６弾 大
おおだいがはら
台ヶ原・大

おおすぎだに
杉谷 奈良県上北山村・三重県大台町 吉野熊野国立公園、大杉谷国有林
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Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
の
活
動
と
我
が
国
の
貢
献　

 
　

国
際
熱
帯
木
材
機
関（
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
： International 

T
ro

pical T
im

ber O
rganizatio

n

）は
、国
内
に

本
部
を
置
く
数
少
な
い
国
際
機
関
の
一
つ
で
、熱
帯

林
の
経
営
と
熱
帯
木
材
の
貿
易
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。本
稿
で
は
、Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

１
．Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
と
は

　

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
は
、１
９
８
６
年
に「
国
際
熱
帯
木
材
協

定
」に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
、横
浜
市
に
本
部
を
置
い

て
い
ま
す
。Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
の
目
的
は
、熱
帯
林
の
持
続
可

能
な
経
営
の
促
進
と

持
続
的
か
つ
合
法
的

に
生
産
さ
れ
た
熱
帯

木
材
の
貿
易
の
発
展

で
、加
盟
国
間
の
協

議
や
国
際
協
力
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、生
産
国
36

か
国
と
消
費
国
37
か

TOPICS

03

国
の
計
73
か
国（
及
び
Ｅ
Ｕ
）が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
．Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
の
活
動

①
政
策
活
動

　

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
は
、熱
帯
林
の
経
営
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
基
準
・
指
標
を
策
定
し
て
い
ま
す
。１
９
９
２

年
に
、世
界
初
の
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
基
準
・
指

標
で
あ
る「
持
続
可
能
な
熱
帯
林
経
営
の
評
価
に
関
す

る
基
準
」を
策
定
し
て
か
ら
、森
林
火
災
対
策
、生
物
多

様
性
保
全
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
は
、「
熱
帯
地
域
に
お
け
る
森
林
景
観

再
生
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
公
表
し
ま
し
た
。

「
森
林
景
観
再
生
」と
は
、森
林
の
み
な
ら
ず
、農
地
や

牧
草
地
等
を
含
む
地
域
全
体
を
対
象
と
し
て
、住
民
の

参
加
に
よ
り
、樹
木
等
を
利
用
し
な
が
ら
、人
と
自
然

が
調
和
し
た
生
態
系
を
築
こ
う
と
す
る
取
組
で
す
。

　

ま
た
、Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
は
、熱
帯
林
産
物
の
生
産
・
貿
易
に

関
す
る
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ

の
成
果
は
、隔
週
発
行
の「
熱
帯
木
材
市
場
レ
ポ
ー
ト
」

や
隔
年
発
行
の「
世
界
の
木
材
に
関
す
る
隔
年
評
価
報

告
」等
に
よ
り
、情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。	

②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

　

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
は
、消
費
国
か
ら
の
任
意
拠
出
に
よ
り
、

生
産
国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
森
林
経
営
や
木
材
貿

易
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
を
支
援
し
て
い

ま
す
。こ
れ
ま
で
、Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
は
、合
計
４
４
０
億
円
以

上
の
資
金
で
１
，０
０
０
件
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

支
援
し
て
き
ま
し
た
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
と
し

て
は
、例
え
ば
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
持
続
的

な
森
林
経
営
の
実
践
、違
法
行
為
に
対
す
る
監
視
体
制

の
構
築
、ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
の
導
入
、女
性
の

参
加
拡
大
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

３
．我
が
国
の
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
に
対
す
る
貢
献

　

我
が
国
は
、Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
の
設
立
に
当
た
り
、世
界
最

大（
当
時
）の
熱
帯
木
材
輸
入
国
と
し
て
、熱
帯
木
材
の

安
定
供
給
と
国
際
的
な
貢
献
の
た
め
に
、本
部
を
横
浜

市
に
誘
致
し
ま
し
た
。以
後
、ホ
ス
ト
国
と
し
て
、主
に
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
拠
出
を
通
じ
て
、Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
の
運

営
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国（
林
野
庁
、外
務
省
）は
、Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
に
対
し

て
、年
間
９
千
万
円
程
度
の
拠
出
を
行
っ
て
い
ま
す

（
令
和
２
年
度
予
算
額
は
、林
野
庁
：
76
百
万
円
、外
務

省
：
15
百
万
円
）。

　

林
野
庁
の
拠
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
、現
在
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
住
民
参
加
型
人
工
林
開
発
、

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
お
け
る
森
林
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善
、

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
お
け
る
低
利
用
樹
種
の
持
続
的
可

能
な
経
営
、グ
ア
テ
マ
ラ
に
お
け
る
木
材
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
の
向
上
、コ
ン
ゴ
盆
地
諸
国
に
お
け
る
人
材
開

発
の
５
つ
が
実
施
中
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、林
野
庁
は
、Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
の
事
務
局
設
置

経
費
と
し
て
、毎
年
22
百
万
円
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

４
．第
56
回
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
理
事
会

　

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
の
活
動
は
、毎
年
、全
加
盟
国
が
参
加
す

る
国
際
熱
帯
木
材
理
事
会（
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）で
決
定
さ
れ

ま
す
。昨
年（
２
０
２
０
年
）11
月
に
は
、初
め
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
理
事
会
で
は
、

新
た
な
資
金
調
達
戦
略
の
採
択
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進

捗
状
況
報
告
、任
意
拠
出
金
の
拠
出
表
明
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

パナマにおけるプロジェクトにて。チップに記載されたバーコードに、それぞれの立
木の直径、樹高、種等のデータを記録（R.Carrillo氏（ITTO）撮影）

コートジボワールでのプロジェクトにて。女性による苗木生産
（R.Carrillo氏（ITTO）撮影）

　

我
が
国
か
ら
は
、外
務
省
の
令
和
元
年
度
補
正
予
算

を
含
む
総
額
３
０
７
万
ド
ル（
約
３
．２
億
円
）の
拠
出

を
表
明
し
ま
し
た
。こ
の
額
は
、今
回
の
拠
出
表
明
額

合
計
の
74
％
に
上
り
ま
す
。

　

林
野
庁
か
ら
は
、ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
合
法
木
材

の
流
通
体
制
の
構
築
、加
工
貿
易
国
等（
中
国
、ミ
ャ
ン

マ
ー
、ベ
ト
ナ
ム
）に
お
け
る
木
材
の
合
法
性
確
認
シ

ス
テ
ム
の
分
析
・
評
価
の
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、

計
72
万
ド
ル（
約
76
百
万
円
）の
拠
出
を
表
明
し
ま
し

た
。両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、２
０
２
１
年
１
月
か
ら
開

始
さ
れ
ま
し
た
が
、ミ
ャ
ン
マ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

現
在
、現
地
情
勢
確
認
中
で
す
。

５
．お
わ
り
に

　

近
年
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
へ
の
関
心
が
高
ま

る
中
、持
続
可
能
な
熱
帯
林
経
営
に
貢
献
し
て
き
た
Ｉ

Ｔ
Ｔ
Ｏ
へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。林
野
庁
も
、

引
き
続
き
、Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
へ
の
支
援
を
通
じ
て
、持
続
可

能
な
森
林
経
営
の
推
進
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

＊
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
の
詳
細
は
林
野
庁
Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。（https://w

w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/boutai/

yunyuu/itto.htm
l

）
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恋する花子まっぷ 第１弾 「乗鞍岳」ができました

　全国の国有林に設定した「レクリエーションの森」をより多くの方々に知っていただくため、林野庁職
員の有志が力を合わせて｢恋する花子まっぷ｣を作成しました。第１弾は長野県と岐阜県にまたがる乗鞍
岳であり、このリーフレットは、長野県と岐阜県内の各所に配置するほか林野庁HPでダウンロードする
ことができます。

■ 恋する花子まっぷとは
　国有林を「あなた」と呼んで恋す
る花子を主人公として、森林の素晴
らしさを情緒的に綴った「恋する花
子」のストーリーは、数年前、レクリ
エーションの森業務を担当してい
た本庁職員がふと思いつき、自ら執
筆したことから始まりました。
　当初は、キャッチコピーとストー
リーだけで構成されたものを、農林
水産省内の特別展示において紹介
して走り出した企画でしたが、作画
を得意とする職員の目にとまり、ま
た、題字を書く職員も協力し、一緒
に地図を作成することとなりまし
た。
　国有林を擬人化し、国

あ な た

有林に恋を
するという視点の面白さと、日々の
生活の中で精一杯頑張りながらも、
ふとした瞬間にどうしようもなく、
心が澄む・心立つ・心染

し

む・心が解け
るような景色を求め、あなた（国有
林）に会いに駆け出してしまう心
境などが共感を呼んでいるストー
リーのマップ化第１弾となってい
ます。

リーフレット内面（A４サイズ、三つ折り）

※リーフレット配置先、内容に関するお問合せ
林野庁	経営企画課	国有林野総合利用推進室　03-6744-2323
飛騨森林管理署（岐阜県側）　050-3160-6085　中信森林管理署（長野県側）　050-3160-6050

恋する花子まっぷ　リーフレットデー
タのダウンロードはこちら
https://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_
rinya/kokumin_mori/katuyo/#reku

TOPICS
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作画・編集：平田 美紗子
　日本の森林や林業のことを知ってもらうべく、様々なイラストで情報を発信。林業漫画『お山ん画』、職
業漫画『人to木』、『北の森漫画』などの著者。北海道森林管理局勤務。
ストーリー：髙野 敬子
　国有林に恋した花子に息を吹き込み、ストーリー性のあるレク森まっぷ制作をスタート。林野庁本庁
勤務。
題字：上野 絢子
　平田氏と出会い、恋する花子に出会い、特技である書道を活かし題字「乗鞍岳」を揮

きご う

毫。花子のように国
有林に恋しながら、そのイメージに合う字を探求中。島根県へ出向中。
キャッチコピー：松井 章二
　花子を虜

とりこ

にする素敵な国有林の魅力を皆様にお伝えしたく、キャッチコピーを創作。省内大臣官房へ出向中。

全体協力：中部森林管理局保全課

花子が恋する国有林に、会いに行ってみませんか？
　全国のレクリエーションの森から選ばれた日本美しの森お薦めの国有林はこちら。
http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kokumin_mori/katuyo/reku/rekumori/

新型コロナウイルス感染症対策等の状況について、現地の状況や周辺施設について、事前にHP等でご確認いただきますようお願いします。

乗鞍観光センター　https://norikura.gr.jp/product/norikura-kanko-center/

乗鞍スカイライン公式サイト
https://norikuradake.jp/

飛騨乗鞍観光協会
http://www.hida-norikura.com/

リーフレット外面（A４サイズ、三つ折り）
■ 作成者のご紹介
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■ 各種緑化行事
　例年、｢みどりの月間｣中に、全国で森林や自然などのみどりに触れ
る行事やみどりに対する見識を広めるためのイベントが行われてい
ます。
　５月４日の「みどりの日」についての関心を促進し、植物、森林、自
然環境などについての国民の理解を深めることを目的に創設された
「みどりの学術賞」は、今年は武内和彦氏、田畑哲之氏の２名に決定し
ました。４月23日（金）に開催予定の「みどりの式典」において授与さ
れます。また、今後、日本科学未来館にて、みどりの学術賞受賞者によ
るトークイベントも予定されています。

緑の募金ポスター 保育園の参加による植樹会

写真提供：国土緑化推進機構

武内 和彦氏 田畑 哲之氏

令和３年度 みどりの月間

　毎年４月15日から５月14日は「みどりの月間」です。月間中は、多くの方々に森林や自然とふれあい、植
樹活動に取り組んでいただけるよう、様々なイベントが開催されるほか、緑の募金運動が重点的に実施さ
れます。

■ 緑の募金
　４月15日（木）からの「みどりの月間」を緑の募金全国一斉強調月間として、コンビニ等の店頭、インターネット、ス
マホ決済等を通じて募金が行われています。また、植樹活動などのプロジェクトを応援するクラウドファンディング
型の募金も新たに始まりました。
　緑の募金は「寄附」という形を通して、国内外で行われる植樹や間伐などの森林整備や緑化を行うボランティア活
動、森林を活用した子供たちへの森林環境教育等を支援するもので、令和２年７月豪雨をはじめ、災害により大きな
被害を受けた被災地域の復興の支援を目的とした森林整備や緑化等にも使われています。ぜひ皆様の御協力をお願
いいたします。

TOPICS
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令和２年度
全国がんばる林業高校生表彰の実施について

　次世代の森林・林業を担う人材を応援することを目的として、
令和２年度から「全国がんばる林業高校生表彰」がスタートしま
した（全国林業研究グループ連絡協議会主催。林野庁補助事業を
活用）。
　本表彰は、全国の森林・林業に関する科目を開設している高等
学校から提出された生徒の推薦調書をもとに、森林・林業に関す
る知識・技能の習得や資格の取得状況、森林・林業の振興をはじめ
とした社会活動への参画状況等を総合評価し、他の生徒の模範と
なる生徒１名に林野庁長官賞を授与するものです。
　初開催となる令和２年度は、24道府県の31校から35名の高校
生が推薦され、厳正な審査の結果、愛知県立安城農林高校の細井
千加さん（３年生）が林野庁長官賞を受賞しました。表彰状は令和３年２月19日に、安城農林高校において同校の鵜飼校長のご列
席の下、細井さんに授与されました。その後、細井さんと学校関係者を交えて、林野庁職員との間で意見交換会も行われました。

TOPICS

06

〈 細井千加さんについて 〉
　森林・林業に関する知識・技術の習得や資格を取得する意欲が高く、学校農業クラブ活動では1学年時から行事運営に携わり、３
学年時には会長を務め、農林水産省のYouTubeチャンネル「BUZZ	MAFF」においてクラブの情報発信を行うなど意欲的に活動さ
れました。この４月からは愛知県職員（林業職）として、更なる活躍が期待されています。
１）取得資格、競技会実績
　造園技能士試験３級、危険物取扱者試験乙種全類、愛知県農業技術検定、愛知県農業機械検定上級、日本農業技術検定３級、アグ
リマイスターシルバー、愛知県造園デザインコンクール（住宅部門：優秀賞、公園部門：最優秀賞）、農業鑑定競技会全国大会優秀賞
など
２）研究活動
　校内のグループ活動（森林利用研修班）として、エリンギの露地栽培に成功し、成果を取りまとめた愛知県専門高校生徒の研究
文では最優秀賞を受賞。
　今後は害虫対策や食味の違いの分析を進めるべく、研究を後輩へ引継ぐ。
３）社会活動への参加実績
　森の健康診断（矢作川水系森林ボランティア協議会主催）には毎年参加してきたほか、愛知県で開催された第70回全国植樹祭
にはスタッフとして参加しました。

林野庁長官賞授与式の際に撮影
（左から、鵜飼校長、細井さん、林野庁森林・林業技術者育成対策官、脇田教諭）

演習林での木材搬出実習 造園技能検定試験のための練習風景

森林利用研修班活動

愛知県造園デザインコンクール公園部門　最優秀賞受賞作品
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木き

そ曽
ヒ
ノ
キ
の
里
の
取
組

　
　
～
特
殊
な
寸
法
の
丸
太
を
需
要
に
応
じ
て
供
給
～

　木曽森林管理署は、長野県南西部に位置し、木曽
谷北部の木曽川上流部にあります。区域面積は110
千haで、長野県全体1,356千haの８％にあたり
ます。このうち国有林野は、木曽町等２町２村に所
在し、その面積は57千haで、町村面積合計の５
割を占めています。
　当署管内は、ヒノキ、カラマツを主体とする人工
林が42％、天然林が52％となっています。このた
め、天然林木曽ヒノキ、サワラ及び人工林ヒノキを
主とする国有林材の原木供給に依存する流通及び製
材加工が盛んな地域です。
　また、森林浴発祥の地である「赤沢自然休養林」
をはじめ、中央アルプス国定公園や御岳県立自然公
園等の森林レクリエーション資源が豊富にあり、多
くの方々に利用されています。

管内概要

所 在 地 長野県木曽郡上松町正島町1-4-1

区 域 面 積 109,577ha うち森林面積 101,692ha

国 有 林 野 面 積 		57,659ha（国有林野率57％）
管轄区の関係町村 ２町２村（上松町、木曽町、木祖村、王滝村）

は
じ
め
に

　
木
曽
森
林
管
理
署
は
、
長
野
県
の
木
曽
川

上
流
部
（
木
曽
谷
）
の
国
有
林
野
の
管
理
経

営
を
担
っ
て
い
ま
す
。管
内
の「
木
曽
ヒ
ノ
キ
」

は
、
日
本
三
大
美
林
の
一
つ
と
し
て
全
国
的

に
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
明
治
時

代
に
植
栽
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
林
を
は
じ
め
、
高

齢
級
の
人
工
林
資
源
が
充
実
し
て
き
て
い
ま

す
。

　
近
年
、
全
国
で
公
共
建
築
物
の
木
造
化
等

の
動
き
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
中
、
木
曽
谷
に

所
在
す
る
町
村
で
も
地
場
産
材
を
利
用
し
た

役
場
庁
舎
な
ど
の
建
築
が
相
次
い
で
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
当
署
で
は
、
国
有
林
の

森
林
資
源
を
活
か
し
、
こ
れ
ら
の
建
築
に
必

要
と
さ
れ
る
木
材
の
供
給
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
回
は
、
信
州
・
木
曽
谷
の
木
材

と
伝
統
的
な
技
術
・
工
法
を
採
用
し
た
シ
ン

ボ
ル
的
な
公
共
建
築
物
の
一
部
と
、
関
連
す

る
当
署
の
取
組
を
御
紹
介
し
ま
す
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

特
殊
な
寸
法
の
丸
太
の
供
給

　
公
共
建
築
物
の
建
築
に
際
し
て
は
、
一
般

の
住
宅
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
も
の
と
比
べ
て
、

長
さ
や
直
径
な
ど
が
特
殊
な
寸
法
の
丸
太
が

必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、こ
う
し
た
「
特

殊
用
材
」
は
民
有
林
か
ら
の
供
給
が
期
待
し

に
く
い
た
め
、
そ
の
確
保
が
課
題
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
こ
う

し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
令
和
２
年
４

月
か
ら
、
当
局
が
丸
太
の
販
売
を
委
託
し
て

い
る
木
材
市
場
を
通
じ
て
要
望
や
相
談
を
受

け
付
け
、
そ
の
情
報
を
基
に
丸
太
の
生
産
を

行
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、
木
材
市
場
を
通
じ
て
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す
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と
い

う
新
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組
を
始
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ま
し
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こ
れ
に
よ

り
、
需
要
者
の
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ー
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に
き
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細
か
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対
応

し
た
供
給
が
可
能
と
な
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ま
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役
場
庁
舎
や
公
民
館
の

新
築
が
進
む
信
州
・
木
曽
谷

　
令
和
３
年
４
月
５
日
に
開
庁
し
た
木
曽
町

役
場
本
庁
舎
・
防
災
セ
ン
タ
ー
（
写
真
１
）

伊豆諸島

群馬県

埼玉県

東京都

神奈川県

滋賀県
京都府

三重県
奈良県

大阪府

和歌山県

栃木県

福島県

山形県

長野県

富山県

石川県

福井県

岐阜県

愛知県
静岡県

山梨県

新潟県

中部森林管理局
木曽森林管理署

取 組
国有林野事業の

中
部
森
林
管
理
局	

木
曽
森
林
管
理
署

基礎
データ
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は
、「
木
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築
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の
林
業
は
、
天
然
林
の
木
曽
ヒ
ノ

キ
を
中
心
に
育
ま
れ
た
長
い
歴
史
を
持
ち
、

林
業
、
木
材
産
業
も
盛
ん
な
地
域
で
す
。
こ

れ
ま
で
も
民
有
林
か
ら
の
供
給
が
期
待
し
に

く
い
樹
種
等
の
計
画
的
な
供
給
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
国
有
林
と
し
て
引
き
続
き

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
よ
り
お
役

に
立
て
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
森
林

の
公
益
的
機
能
の
発
揮
や
林
業
成
長
産
業
化

に
向
け
て
、
民
有
林
行
政
や
事
業
者
の
皆
様

（
注
１
）
合
わ
せ
柱
：
柱
の
強
度
を
増
す
た
め
、
柱

材
を
数
本
合
わ
せ
て
ボ
ル
ト
等
で
結
合
し
た
も
の
。

（
注
２
）
燃
え
し
ろ
設
計
：
想
定
さ
れ
る
火
事
で
消

失
す
る
木
材
の
部
分
を
「
燃
え
し
ろ
」
と
い
い
、
燃

え
し
ろ
部
分
が
焼
失
し
て
も
火
災
時
に
建
物
が
倒
れ

な
い
設
計
の
こ
と
。

（
注
３
）
現
し
：
木
造
建
築
で
、
柱
や
梁
な
ど
の
構

造
材
が
見
え
る
状
態
で
仕
上
げ
る
手
法
。

お
役
に
立
ち
ま
す
国
有
林

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/chubu/policy/business/
oyakunitaim

asukokuyurin.
htm
l

の
参
考
と
し
て
い
た
だ
け
る
取
組
を
左
記

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

写真 1

写真 2

写真 3

写真 4

写真 5

木曽町役場本庁舎・防災センターの新庁舎

出梁造りの長い廊下「中山道こみち」

建設中の上松町新庁舎

「合わせ柱」等が見える上部架構

妻籠町並み交流センター（完成イメージ図）
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り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ジ

ル
時
代
に
、
家
族
と
イ
グ

ア
ス
の
滝
に
訪
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
滝
に

た
ど
り
着
く
ま
で
、
木
々

を
か
き
分
け
て
森
の
中

を
歩
い
て
行
く
の
で
す

が
、
そ
の
空
間
は
と
て
も

神
秘
的
な
も
の
で
し
た
。

青
々
し
い
緑
の
葉
か
ら

差
し
込
む
強
い
光
。
木

が
風
に
揺
ら
れ
る
こ
と

で
織
り
成
す
葉
の
擦
れ

る
音
。
都
会
で
は
感
じ

ら
れ
な
い
よ
う
な
、
柔

ら
か
く
美
味
し
い
空
気
。
全
て
が

心
の
癒
し
と
な
る
も
の
で
、
生
き

て
い
る
う
ち
に
も
う
一
度
訪
れ
た

い
場
所
で
す
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
の
前
日
、
日
本
の

森
林
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
森
林
に
対
す

る
印
象
を
質
問
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
正
直
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、

私
は
そ
こ
ま
で
日
本
の
森
林
を
訪

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
学

生
の
時
に
両
親
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
っ
た
キ
ャ
ン
プ
や
、
学
校
主

催
の
体
験
学
習
、
修
学
旅
行
で
富

士
山
の
５
合
目
ま
で
登
っ
た
こ
と

く
ら
い
で
す
。

け
が
え
の
な
い
存
在
だ
っ
た
の
で

す
ね
。

自
然
の
魅
力
を
教
え
て
く
れ
た

ブ
ラ
ジ
ル
の
森
林

　

私
が
親
し
み
の
あ
る
森
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
熱
帯
雨
林
で
す
。
中
学

３
年
間
を
ブ
ラ
ジ
ル
で
過
ご
し
た

私
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
人
学
校

の
中
学
部
に
通
っ
て
お
り
ま
し

た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
人
学
校
は
、

当
時
世
界
で
２
番
目
に
大
き
な
学

校
と
言
わ
れ
て
お
り
、
敷
地
内
に

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
に
木
々
が
生

い
茂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
コ
ー

ヒ
ー
園
、
バ
ナ
ナ
畑
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
教
室
か
ら
体
育
館
に
移

動
す
る
だ
け
で
、
授
業
間
の
休
み

時
間
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

広
い
学
校
で
、
ニ
ワ
ト
リ
が
自
由

に
駆
け
巡
っ
て
い
た
こ
と
や
、
イ

グ
ア
ナ
や
フ
ク
ロ
ウ
を
見
ら
れ
た

こ
と
は
、
今
と
な
っ
て
は
大
変
貴

重
な
経
験
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お

▲熱帯雨林の広がるイグアスの滝にて

　

皆
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
。

　

２
０
２
１
ミ
ス
日
本
コ
ン
テ
ス

ト
で
“
み
ど
り
の
女
神
”
に
選
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
、
小
林
優
希

と
申
し
ま
す
。

　

私
は
慶
應
義
塾
大
学
に
通
う
新

４
年
生
で
す
。
経
済
学
部
の
授
業

で
、
戦
後
の
林
業
が
日
本
経
済
の

復
興
に
多
大
な
る
影
響
を
も
た
ら

し
た
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
当
時

か
ら
、
林
業
は
日
本
に
と
っ
て
か
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そ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え

て
、
日
本
の
木
々
は
ま
っ
す
ぐ
誠

実
に
、
お
互
い
気
を
遣
っ
て
成
長

し
て
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱

き
ま
し
た
。
一
方
で
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
木
々
は
、
そ
こ
に
何
か
障
壁
が

あ
ろ
う
が
関
係
な
し
に
「
我
先
に
」

と
曲
が
り
く
ね
っ
て
で
も
伸
び
て

い
る
印
象
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

自
然
に
ま
で
“
国
民
性
”
や
そ
の

国
の
雰
囲
気
が
表
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

　

日
本
の
木
々
が
私
の
印
象
と

合
っ
て
い
る
の
か
、
実
際
に
足
を

運
び
、
確
か
め
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
広
報
大
使
に
就
任

　

み
ど
り
の
女
神
に
就
任
し
て
か

ら
１
週
間
が
経
っ
た
３
月
29
日
、

首
相
官
邸
に
て
Ｃ
Ｌ
Ｔ
広
報
大
使

の
任
命
式
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
初

▲CLT広報大使任命式にて

め
て
の
官
邸
で
岡
田
官
房
副
長
官

に
お
会
い
し
、
二
度
と
な
い
経
験

に
感
無
量
で
し
た
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
木
材
技
術
に
つ
い
て

は
、
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
の
勉
強
会

期
間
中
に
林
野
庁
の
本
郷
長
官
を

は
じ
め
と
し
た
様
々
な
方
か
ら
お

話
を
お
伺
い
し
、
学
ん
だ
ば
か
り

で
す
。
当
日
も
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
つ
い
て

今
後
の
展
望
な
ど
を
伺
い
、
改
め

て
こ
の
優
れ
た
技
術
を
日
本
国
内

で
普
及
さ
せ
て
い
く
お
手
伝
い
に

尽
力
し
た
い
と
、
決
意
を
新
た
に

い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
広
報
大
使
と
し
て
の
み

で
は
な
く
、
み
ど
り
の
女
神
と
し

て
日
本
の
林
業
を
伝
え
て
い
け
ま

す
よ
う
、
一
生
懸
命
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　３月 22 日、「第 53 回ミス日本コンテスト 2021」
が都内で開催され、13 名のファイナリストからミス
日本グランプリほか各賞の受賞者が決定しました。
　「2021 ミス日本みどりの女神」は小

こばやし
林優

ゆ う き
希さん

（21）です！今回は、ミス日本ミス着物と同時受賞
になりました。
　みどりの女神は、ミス日本各賞の一つで、これか
らの１年間、森林の大切さや木の文化の素晴らしさ
を伝え、みどりと木への親しみを広める役割を担い
ます。
　今後は歴代の女神と同じように、ヘルメットと作
業服に身を包み、林業の現場に赴いたり、全国各地
の行事に参加して、広く森林・林業・木材産業を PR
していきます。
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